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表　紙：古河講堂のパープル・ライトアップを実施（関連記事49頁に記載）
裏表紙：キャンパス風景33　フロンティア応用科学研究棟前（北区北13条西8丁目）
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寳金総長一行が豪メルボルン大学を訪問

北海道大学、富良野市と日本オラクルが
スマートシティ推進に関する産官学連携協定を締結
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令和4年度外国人留学生数（令和4年11月1日現在）
令和4年度国別外国人留学生数（令和4年11月1日現在）
北大時報掲載記事事項別一覧

令和4年度医学教育等関係業務功労者表彰に本学関係者から2氏
大学入学共通テスト 本学一般選抜個別学力検査等 実施体制等の決定
フロンティア入試合格者の発表
国際総合入試合格者の発表
帰国子女入試合格者の発表
宮脇　敬氏と宮脇慶子氏に紺綬褒章が授与
寳金総長がNoMaps2022北大えぞ財団入団記念セッションに登壇
北海道大学、富良野市と日本オラクルがスマートシティ
推進に関する産官学連携協定を締結
総長との保護者懇談会をオンラインにて開催
寳金総長が新渡戸カレッジで特別講演会を実施
令和4年度北海道大学総長奨励金並びに北海道大学私費外
国人留学生特待プログラム留学生採用証書授与式を挙行
令和4年度北海道大学進学相談会をオンライン開催
全学インターンシップ成果発表会及び経済同友会連携イ
ンターンシップ成果発表会を開催
国家公務員北大OBOG懇談会を開催
GPSを利用した構内循環バスの位置情報の確認（実証実
験）及び区間延伸の運用を開始
カザフスタン・キルギス共和国合同オンライン日本留学フェアを開催
MIRAI2.0 Research & Innovation Week 2022に出席
寳金総長が「日中大学フェア＆フォーラムオンライン」で基調講演
令和4年度北海道地方発明表彰を受賞
令和4年度第7回　定例記者会見を開催
北海道ガス株式会社と寳金総長との懇談会を開催
「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファ
ンタジスタ札幌南高校にて6名の研究者が講義を実施
ウェブ特集「気候変動に挑む」を日本語及び英語で公開
北大フロンティア基金
令和4年度 第2回部局・分野横断技術交流会「SEMで身近な生物を見
てみよう～生物試料観察の理論と実践講座～その2（実践編）」を開催
情報環境推進本部が情報セキュリティセミナーを開催
読売新聞北海道支社との連携講座サイエンスレクチャー2022
「はやぶさ2が見た リュウグウ誕生のひみつ」を開催
アンビシャス特別助教向けセミナー「クラウドファンディング説明会」を開催
第25回ソウル大学校－北海道大学ジョイントシンポジウムを開催
韓国アンバサダー・パートナー会の会合に寳金総長及び
横田理事・副学長が参加
寳金総長一行が豪メルボルン大学を訪問
新潟県議会総務文教委員会が本学のSDGsの取り組みを行政視察
アジア・サステイナブルキャンパス・ネットワーク（ASCN）2022年次大会を開催
博士人材と企業の情報交換会　第50回「赤い糸会」を対面で開催
外国人博士人材と企業の情報交換会 CAREER LINK
MEETUP 2022（英語版赤い糸ONLINE）を開催
古河講堂のパープル・ライトアップを実施

文学研究院がメルボルン大学と共同研究ワークショップを開催
経済学院・経済学研究院・経済学部が外国人留学生懇親会を開催
経済学部が札幌国税局長の特別講演会を開催
経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究センターがシンポジウムを開催
生命科学院が「第8回生命科学国際シンポジウム」を開催
工学系部局が自衛消防訓練等を実施
工学系部局が救急救命講習会を開催
医学研究院医理工学グローバルセンターが第6回医理工
学院 学生研究発表会／第6回企業研究交流会を開催
保健科学研究院公開講座「ようこそ！ヘルスサイエンスの世界へ」を開催
保健科学研究院と環境健康科学研究教育センターが「HU-SNU-MU
共同講義 Environmental Chemicals and Human Health（環境化学
物質と人びとの健康）」をバンコクにて開催
薬学研究院・薬学部が「実験動物慰霊祭」を挙行
令和4年度薬学部成績優秀賞授与式を挙行
水産学部附属練習船うしお丸Ⅲ世の竣工披露式を挙行
函館キャンパスに地域水産業共創センターを設置
地域水産業共創センターがキックオフイベント及び第1回地域懇話会を開催
人獣共通感染症国際共同研究所が「第10回人獣共通感染
症克服のためのコンソーシアム会議」をオンライン開催
附属図書館で「文献収集セミナー（文系の方向け）」講習会を開催
附属図書館で「Mendeley（メンデレー）」オンライン講習会を開催
スラブ・ユーラシア研究センターが境界地域研究ネットワークJAPAN・
竹富セミナー「危機のなかの境界地域」を共催～3年ぶりに対面開催～
北方生物圏フィールド科学センターで畜魂祭挙行
令和4年度レジリエント社会・地域共創シンポジウム「海溝型地
震の被害想定と減災」（北海道大学広域複合災害研究センター・
読売新聞北海道支社・一般社団法人国立大学協会共催）を開催
「脳科学研究教育センター研究発表会」の開催
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全学ニュース

　11月11日（金）、韓国ソウル特別市
において、韓国アンバサダー・パート
ナー会（以下、ヨルリョンチョ会）の
会合が開催されました。北海道大学か
ら寳金清博総長及び横田　篤理事・副
学長他5名、ヨルリョンチョ会から7名
が参加しました。ヨルリョンチョ会は
12月1日現在、3人の北海道大学アンバ
サダーと51人の北海道大学パートナー
で組織されております。
　本会合では、忠北大学校名誉教授の
朴鍾燮（バク・ゾンソプ）会長から
「人間関係をうまく維持するためには
手紙ではなく、直接対面することが非
常に重要である。北海道大学の国際化
成功の鍵は、関係者間の迅速な情報交

換と同窓生の積極的な実践にかかって
いる。」とのご挨拶がありました。寳
金総長からは、招待の御礼とともに、
2026年に迎える創基150周年に向けた
本学の取組について説明がありまし
た。
　続いて、本年7月に北海道大学アン
バサダーを委嘱した全槿雨（ジョン・
クンウ）江原大学校名誉教授及び安起
完（アン・ギワン）全南大学校教授に
対して、改めて委嘱状の交付を行いま
した。全名誉教授は1987年の本学で農
学博士を取得後、ヨルリョンチョ会の
前会長を務めるなど、長年にわたり韓
国における同窓生ネットワーク強化に
大きく貢献されてきました。安教授

は、1994年に本学で博士（農学）を取
得され、本学農学部と全南大学校農業
生命科学大学との学術交流協定締結な
どにご尽力されてきました。
　会合では、韓国の大学の現状や学生
の留学に対する考え方などについて活
発な意見交換が行われたほか、北大留
学当時の思い出が語られなど、盛況の
うちに閉会となりました。このたび、
2名の北海道大学アンバサダーが委嘱
されたことで、本学と韓国の大学との
各種交流の活性化が今後ますます期待
されます。

（社会共創部広報課）

韓国アンバサダー・パートナー会の会合に
寳金総長及び横田理事・副学長が参加

全北海道大学アンバサダー（右）と寳金総長（左）参加者集合写真 安北海道大学アンバサダー（右）と寳金総長（左）

寳金総長一行が豪メルボルン大学を訪問

マスケル学長と寳金総長マスケル学長夫妻と寳金総長一行

マクラスキー理事とゾベル副理事

両大学の理学研究院長

異分野融合研究に係る会議

メルボルン・コネクト

　本学の戦略的国際連携先である豪州
メルボルン大学（UoM）とは、3月のヘ
ルシーエイジングに関するオンライン
コンファレンス、6月の同学学長一行の
本学来訪、両校共同出資による共同研
究ワークショップ開催経費支援事業の
実施を経て、全学的な連携強化を図っ
てきました。今後、全学的な戦略的研
究連携パートナーとして関係性を更に
強化するにあたり、11月20日（日）か
ら22日（火）にかけて、寳金清博 総
長、横田　篤 理事・副学長、増田隆
夫 理事・副学長、喜田　宏 人獣共通
感染症国際共同研究所統括（ワクチン
研究開発拠点特任教授）、関屋俊輝 同
研究所助教、網塚　浩 理学研究院長、
加藤博文 アイヌ・先住民研究センター
長（国際連携研究教育局（GI-CoRE）
先住民・文化多様性研究グローバルス
テーション長）、山内太郎 環境健康科
学研究教育センター長、本村宏明 国際
部長、植村妙菜 国際連携機構URAの
10名がメルボルン大学を訪問しました。
　20日、UoMのダンカン・マスケル学
長夫妻からの歓迎を受け、翌21日には
執行部と大学間交流協定書、学生交流
覚書更新の調印、また2023年以降も継
続する前述の「Hokkaido-Melbourne 
Joint Research Workshops Fund（北
海道大学・メルボルン大学共同研究ワ
ークショップスファンド）」の合意書
締結が執り行われました。
　その後開催された異分野融合研究連
携の可能性を探る会議では、UoMのマ
ーク・ハーグリーヴス研究連携・イン
フラ担当副理事、アーロン・コーン先
住民研究所長、ベン・ネビル経営・経
済学准教授から、エネルギーや気候変
動、エクイティ、先住民研究等、社会
還元可能なテーマにおいて「Hallmark 
Research Initiatives（ホールマーク研
究イニシアチブ）」としてUoM本部か
ら3年間の事業経費支援を行い、その
後研究センターや研究所で発展させる
手法の紹介がありました。
　本学からは寳金総長、加藤センター
長、喜田統括から概括や地域・産学官
連携を踏まえての取組、先住民研究、

人獣共通感染症研究におけるGI-CoRE
というプラットフォームを使っての複
数部局融合事例が紹介されました。ま
た、ジェイムズ・マクラスキー研究担
当理事や本年のワークショップスファン
ド採択研究者と交流し、既存研究連携
先としてピーター・ドハティ感染免疫
研究所、Bio21研究所を訪問しました。
　22日、AI、データサイエンス、ロボ
ティクスといった工学・IT分野の知見
を社会還元するための産学官連携研究
特区である「Melbourne Connect（メル
ボルン・コネクト）」のコリン・マクロ
ード起業センター長、利害関係者を除
いた企業・政府・自治体と大学内外複
数分野の研究者が共働し、世界の「都
市」ができることを探る異分野融合研
究所である「Melbourne Centre for 
Cities（メルボルン都市センター）」の
アリソン・ヤング副センター長、サス
テナビリティ研究所から発展解消され
た気候変動研究所である「Melbourne 
Climate Future（メルボルン・クライメ

ート・フューチャー）」のジャッキー・
ピール所長、医学・歯学・保健科学研
究院のブルース・トンプソン保健科学
院長、同サンドラ・イーズ先住民健康担
当副研究院長、モイラ・オブライアン理
学研究院長、マギー・メイフィールド生
物科学院長、農学・食科学院国際担当
のスリンダー・シン・チョーハン教授、
ジョシュ・スレーター獣医学院長代行
及びアブダル・ジャバー教授、エイドリ
アン・リトル国際担当副理事、豪先住
民の社会的公正に資する団体・アトラ
ンティック・フェローの長を務めるエリ
ザベス・マッキンリー教授等、関係関
心部局での打ち合わせを行いました。
　本学執行部がUoMの全学規模の外
部連携組織を視察のうえ担当教員から
直接情報を入手し、また、部局長や教
員がUoMの関係部局と交流したこと
により、今後の複数階層での連携の深
化が期待されています。

（国際連携機構）




